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２０２５年９月２５日  

「スチュワードシップ活動の状況について」の公表 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、２０２４年７月から２０２５年

６月のスチュワードシップ活動をまとめた「スチュワードシップ活動の状況について」を 

当社ホームページに公表しましたのでお知らせします。 

なお、今回は２０２５年６月の日本版スチュワードシップ・コードの改訂内容をふまえ、

「実質株主の透明性向上」への対応方針についても記載しています。 

当社は、今後も「スチュワードシップ責任を果たすための方針」（注）に基づき、対話や議決

権行使といったスチュワードシップ活動を通じて、投資先企業の企業価値やサステナビリティ

（環境・社会・ガバナンスのＥＳＧ要素を含む中長期的な持続可能性）の向上を促すことで、

機関投資家としての責任を果たしていきます。 

 

 

 

 

（注）「スチュワードシップ責任を果たすための方針」 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/ir/responsible_investment/meijiyasuda_stewardship.pdf 

 

 

「スチュワードシップ活動の状況について」のポイント 

（１）上場企業議決権行使結果（２０２４年７月～２０２５年６月） 

①企業数ベース（会社提案）(※１) 

 全て賛成 
１件以上

不賛同あり

  

合計 
不賛同 

比率 うち反対 うち棄権

会社計 1,005 52 52 - 1,057 4.9%

②議案数ベース（会社提案）(※２)
 

 賛成 不賛同 
  

合計 
不賛同 

比率 うち反対 うち棄権

議案計 11,149 86 86 - 11,235 0.8%

（※１）一般勘定と特別勘定の両方で保有する銘柄は１企業として集計 

（※２）取締役・監査役の選解任議案については、１候補者につき１議案として集計 

 
 

「スチュワードシップ活動の状況について」 

https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/ir/responsible_investment/pdf/stewardship_activity8.pdf 
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（２）対話の状況（２０２４年７月～２０２５年６月） 

・２０２４年７月から２０２５年６月における対話件数は７８１件となりました。 

・主な目的別の対話件数は下表のとおりです。「課題の認識共有・当社からの改善  

要望」を主な目的とする対話は２０７件であり、そのうち「サステナビリティに  

重点をおいた対話（※３）」は８２件となりました。 

（※３）当社責任投資の重要取組テーマである「脱炭素社会の実現」、「生物多様性の保全」、 

「ソーシャル（人権等）」、「健康寿命の延伸」、「地方創生の推進」を主なテーマと 

した対話 

（３）実質株主の透明性向上 

 ・２０２５年６月の日本版スチュワードシップ・コードの改訂内容をふまえ、投資先

企業との建設的な対話を行なうため、当社の保有株式数情報について、投資先企業

からの求めがあった場合、以下の方針に基づき対応します。 

 
項目 対応方針 

目的 投資先企業と建設的な対話を行なうため 

回答の基準時点 毎月月末時点 

回答までに要する期間 ２週間以内 

照会者の真正性に関する確認方法 公表されている各企業の連絡先に確認 

留意事項 上記の基準時点、回答までに要する期間に

ついては、当社の事情により変更される

場合があります 

  掲載 HP アドレス：https://www.meijiyasuda.co.jp/profile/ir/responsible_investment/ 

 

主な目的 対話件数 
（参考） 

前年同期 

課題の認識共有・当社からの改善要望 207 件 153 件 

 うちサステナビリティに重点をおいた対話（※３） 82 件 58 件 

業況等の確認・その他 419 件 350 件 

議決権行使時における対話 155 件 183 件 

合 計 781 件 686 件 

以 上 


